
「
農
用
地
利
用
配
分
計
画
」
の
認
可
に
つ
い
て

農
地
中
間
管
理
事
業
の
推
進
に
関
す
る
法
律
（
平
成
二
十
五
年
法
律
第
百
一
号
）
第
十
八
条
第
一
項

の
規
定
に
よ
り
、
当
該
農
用
地
利
用
配
分
計
画
を
次
の
と
お
り
認
可
し
た
。

令
和
四
年
七
月
二
十
八
日

岡
山
県
知
事

伊

原

木

隆

太

一

農
用
地
利
用
配
分
計
画
の
概
要

賃
借
権
の
設
定
等
を
受
け
る
者

賃
借
権
の
設
定
等
を
受
け
る
土
地

氏
名
又
は
名
称

住

所

株
式
会
社
岡
山

岡
山
市
北
区

岡
山
市
東
区
西
大
寺
門
前
字
太
才
五
〇
五

フ
ル
ー
ツ
農
園

信
谷

昌
吾

新
見
市

新
見
市
神
郷
高
瀬
字
本
郷
一
八
七
六
ー
一
外
四

筆

濵
田

英
昭

美
作
市

美
作
市
巨
勢
字
下
倉
敷
三
〇
二
一
外
六
筆

河
副

弘
次

美
作
市

美
作
市
壬
生
字
大
正
一
七
二
ー
一
外
一
筆

農
事
組
合
法
人

美
作
市

美
作
市
田
殿
字
桜
九
八
二
ー
一
外
二
筆

赤
田
営
農
セ
ン

タ
ー

農
事
組
合
法
人

苫
田
郡
鏡
野
町

苫
田
郡
鏡
野
町
塚
谷
字
中
原
四
三
〇
ー
一
外
四

小
田
草
営
農
組

筆

合中
野

和
彦

真
庭
市

苫
田
郡
鏡
野
町
富
仲
間
字
印
清
八
五
六
ー
四
外

二
筆

株
式
会
社
未
来

苫
田
郡
鏡
野
町

苫
田
郡
鏡
野
町
羽
出
字
小
倉
二
六
九
ー
一
外
一

奥
津

筆

株
式
会
社
本
山

苫
田
郡
鏡
野
町

苫
田
郡
鏡
野
町
土
居
字
男
山
八
四
〇
ー
一
外
十

精
耕
園

筆



鈴
木

妃
奈

苫
田
郡
鏡
野
町

苫
田
郡
鏡
野
町
下
森
原
字
上
七
二

東

竜
矢

勝
田
郡
勝
央
町

勝
田
郡
勝
央
町
植
月
中
字
河
内
七
三
四
ー
一
外

三
十
筆

板
坂

義
昭

勝
田
郡
勝
央
町

勝
田
郡
勝
央
町
美
野
字
南
谷
一
九
七
九
ー
一
外

一
筆

山
下

一
男

勝
田
郡
勝
央
町

勝
田
郡
勝
央
町
勝
間
田
字
塚
尾
八
五
二
外
五
筆

大
谷

新

勝
田
郡
勝
央
町

勝
田
郡
勝
央
町
岡
字
森
逧
一
四
四
四
ー
一

本
多

繁
文

久
米
郡
久
米
南
町

久
米
郡
久
米
南
町
下
弓
削
字
太
郎
作
山
一
六
四

八
ー
一
外
五
筆

二

認
可
年
月
日

令
和
四
年
七
月
二
十
六
日

三

申
請
年
月
日

令
和
四
年
七
月
十
九
日


